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実際に圃場内において中・
高木の掘り取り作業を行い。
樹木の育て方や管理方法、
流通されていく過程を見て
もらった。路地栽培では掘
り上げて根巻きまで行い、
ポット製品との大きさの違
いや梱包の違いに興味津々
でした。

今回で 4 回目の海岸林の
保全活動となりました。海
外林の役割、クロマツと人
間の関わり、クロマツと松
露菌の共生について勉強し
てもらい、奈多狩宿の財産
である海岸林について理解
を深めてもらえました。

座学 (１限 ) 植木屋さんとは、出水の植木、緑
の大切さ等。樹名板製作 (１限 ) 校庭にある樹
木の樹名板を作成する。低学年でも分かるよう
心がけて緑の大切さ、植木とは、植木屋さんの
仕事、出水市の植木等を紹介した。

身近な植木どこから来るかご存知ですか？植木
の用いる宝物・花の寄せ植え体験／興味深く話
を聞いてくれて、質問も沢山してくれた。好き
な植物を選んだ寄せ植えもして、植物の大切さ
を知ってもらえた。

小郡地区特有の黒ボクについて学んでいるの
で、最寄りの社園に足を運んでもらっている。
木の種から芽出しを目で体験したり、挿し木技
術により発根している状況を体験してもしても
らい、緑の大切さを伝えた。

１座学 環境教育。緑
が地球環境に与える
役 割 を 教 え た。２
フィールドワーク 小
学校の校庭にある実
際の樹木とふれあい、
葉や樹皮、匂いなど
を体感し樹木の大切
さを肌で感じても
らった。

西出水小学校２回目の緑育。樹木の出
荷作業の見学や生産畑の様子などを視
察しながら、緑の大切さ、木は育てる
ものと実際の現場で伝えた。掘り取り
などの出荷作業など実演を見て学習し
てもらった。

座学 (１限 ) 植木屋さんとは、出水の植木、緑の大
切さ等。樹名板製作 (１限 ) 校庭にある樹木の樹名
板を作成する。低学年でも分かるよう心がけて緑の
大切さ、植木とは、植木屋さんの仕事、出水市の植
木等を紹介した。

幼稚園内にサクラ（ソメイ
ヨシノ）、温州ミカン、ハッ
サクの葉、実、幹、花を用
いてのクイズを行い、園内
３カ所に分かれて植樹を
行った。園児らには実際に
土の埋め戻し作業や水やり
等、植栽を体験してもらっ
た。

「みどりの大切さ」、「樹木
の生産には年月がかかるこ
と」、「どんなところに使わ
れているか」、「生産での苦
労すること」などを織り交
ぜた授業を実施した。「緑
育体験キット」をプレゼン
トして喜んでもらった。

植物の生育中の葉付枝、ビ
ニール製の植物の葉、クロ
マツの枝葉、広葉樹の葉、
デジタル温度測定器、顕微
鏡、単眼鏡植物の地球環境
に及ぼす絶大な影響力を再
確認した。社会貢献の一翼
を担う植物との関わりか
ら、夢と希望を膨らませて
あげたい。

植木生産卸の仕事説明。具体的な生産方法・流通を比較的身近なドング
リを使用し、わかりやすく解説。種まき～積み込み 出荷 までの一連の
流れの動画撮影。『緑育体験キット』の紹介等もした。

昨年同様に福岡県環
境緑化懇話会主催の
「傘城ダム公園植栽
ボランティアに対す
る協力依頼をもとに
地元の頴田小学校の
生徒とに対して一緒
に植栽をし、安全指
導を中心に緑に関す
る話などを協力して
行った。

出水市植木市場の見学、模
擬セリなどを体験してもら
い、実際のセリの様子も見
学してもらった。この体験
を通じて緑に興味を持って
もらい、緑の大切さを伝え
た。
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2020/12/4　福岡県支部　小郡市立立石小学校５年生

2021/2/8　大分県支部
　杵築市立豊洋小学校４年生 

2021/7/9　鹿児島県支部
　出水市立蕨島小学校

2021/7/30　三重県支部
　dream station 学童 1 ～ 4年生 

2021/10/5　福岡県支部
　小郡市立立石小学校５年生

2021/11/1　鹿児島県
　出水市立西出水小学校３年生

2021/11/12　鹿児島県
　出水市立西出水小学校３年生

2021/11/16　福岡県支部
　飯塚市立頴田小学校

2021/10/31　福岡県支部「Let’s Go!　アンビフェスタ」 
　動画を配信 10月 31日～放映　　　　 ( あんびねっと )

2021/9/11　鹿児島県支部
　出水市立高尾野小学校 3 年生

2021/7/13　宮城県支部　仙台市立通町小学校 6 年生　

2021/2/22　関西ブロック
　大阪教育大学附属幼稚園 園児

2021/3/10　神奈川県支部
　横浜市立小雀小学校３年生

2020/12/12　鹿児島県支部　出水市立西出水小学校３年生

座学 (１限 ) 植木屋さんとは、出水の植木、緑の大
切さ等。樹名板製作 (１限 ) 校庭にある樹木の樹名

2021/9/11　鹿児島県支部
出水市立高尾野小学校 3年生

緑育出前授業実施令和 3年度 14回　参加者 820名 +動画
平成 21年度からの累計 164回・13,834 名

協会緑育コンテンツが文部科学省のホームページ「子供の学び応援コンテンツリンク集」に掲載

地区特有の黒ボ小郡地区特有の黒ボクについてて学んでいるのボクボクに
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島
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。

さ
て
、
協
会
に
入
会
す
る

き
っ
か
け
で
す
が
、
当
園
は
私

の
祖
父
か
ら
植
木
産
業
を
家
業

と
し
て
お
り
私
で
三
代
目
と
な

り
ま
す
。
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を
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。
当
時
は
ケ
ヤ

キ
、
ユ
リ
ノ
キ
、
メ
タ
セ
コ
イ

ア
、
サ
ク
ラ
な
ど
の
落
葉
高
木

を
メ
イ
ン
に
生
産
を
行
う
傍
ら

ア
ジ
サ
イ
、
ウ
ツ
ギ
、
ヤ
マ
ブ

キ
、
つ
つ
じ
類
な
ど
の
低
木
も

生
産
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

経
営
者
で
あ
る
父
と
相
談
し
生

産
樹
木
の
大
幅
な
変
更
を
行

い
、
現
在
は
生
産
樹
種
の
コ
ニ

フ
ァ
ー
・
常
緑
樹
（
常
緑
ヤ
マ

ボ
ウ
シ
・
ソ
ヨ
ゴ
・
サ
カ
キ
）

の
割
合
を
増
加
し
、
既
存
の
落

葉
高
木
は
品
種
を
絞
り
大
径
木

の
生
産
に
変
化
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
既
存
の
販
路
だ
け
で

な
く
、
２
０
１
９
年
に
生
花
販

売
店
『
蔵
の
花
屋
コ
ト
ハ
』
を

オ
ー
プ
ン
し
、
そ
の
店
舗
で
当

園
の
生
産
樹
木
の
切
り
枝
販
売

や
植
木
の
小
売
り
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

入
会
に
あ
た
り
全
国
の
植
木

生
産
に
関
わ
る
皆
様
方
か
ら

様
々
な
事
を
勉
強
さ
せ
て
頂
く

素
晴
ら
し
い
機
会
で
あ
り
、
知

識
や
技
術
の
向
上
を
目
指
し
吸

収
で
き
る
こ
と
は
す
べ
て
吸
収

し
、
目
標
で
あ
る
「
儲
か
る
農

業
」
を
実
践
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
日
本
植
木
協
会

に
入
会
に
あ
た
り
ご
尽
力
・
推

薦
し
て
頂
い
た
東
京
支
部
の
皆

様
に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
、
私
が
４０
歳
を
迎
え
る

節
目
に
当
た
り
植
木
産
業
の
全

国
的
な
協
会
に
入
会
す
る
こ
と

で
微
力
な
が
ら
緑
化
産
業
の
発

展
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
度
と
も
皆
様
方
に
置
か
れ

ま
し
て
は
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の

程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
の
度
新
規
に
入
会
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
千
葉
県
匝
瑳
市
の

『
有
限
会
社

江
波
戸
植
木
』

で
す
。

弊
社
は
、
昭
和
四
十
年
に
初

代
創
業
者
江
波
戸
つ
ぎ
（
現
会

長
）
が
、
江
波
戸
ガ
ー
デ
ン
と

し
て
苗
木
の
行
商
か
ら
始
め
、

樹
木
の
生
産
販
売
を
中
心
に
着

実
に
地
歩
を
固
め
る
と
共
に
、

生
産
者
の
皆
さ
ん
、
同
業
者
の

方
々
や
お
客
様
と
の
信
頼
を
築

き
上
げ
、
高
度
経
済
成
長
期
に

は
公
共
事
業
の
一
環
で
あ
る
高

速
道
路
や
万
博
等
に
樹
木
を
納

め
規
模
を
拡
大
し
、
平
成
元
年

に
業
務
の
更
な
る
拡
充
、
拡
大

を
視
野
に
入
れ
、『
有
限
会
社

江
波
戸
植
木
』
と

し
て
新
た
に
会
社

を
設
立
し
ま
し

た
。そ

の
後
令
和
元

年
に
長
男
で
あ
る

江
波
戸
喜
一
が
新

社
長
と
な
り
現
在

に
至
っ
て
お
り
ま

す
。匝

瑳
市
は
、
千

葉
県
の
北
東
部
に

位
置
し
、
第
一
次

産
業
が
盛
ん
で
、

植
木
、
苗
木
の
産
地
で
あ
り
、

『
日
本
有
数
の
植
木
の
ま
ち
』

と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

中
に
あ
る
当
社
は
日
本
列
島
の

ほ
ぼ
中
間
に
位
置
す
る
地
の
利

を
生
か
し
、
近
隣
の
樹
木
生
産

場
は
基
よ
り
、
北
海
道
か
ら
九

州
ま
で
日
本
全
国
の
樹
木
流
通

の
中
間
基
地
と
し
て
、
数
多
く

の
樹
木
が
集
荷
さ
れ
出
荷
さ
れ

て
い
ま
す
。
総
面
積
５
０
０
ア

ー
ル
の
圃
場
に
は
、
マ
キ
、
松

な
ど
の
造
形
樹
を
は
じ
め
コ
ニ

フ
ァ
ー
な
ど
公
園
樹
・
庭
園

樹
・
高
木
・
低
木
様
々
な
種
類

の
樹
木
を
取
り
扱
い
、
お
客
様

の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
べ
く

日
々
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
昨
今
の
、
地
球
環
境

の
砂
漠
化
、
温
暖
化
、
及
び
都

市
近
郊
に
於
け
る
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
現
象
等
、
環
境
問
題
は

深
刻
化
し
、
私
達
の
生
活
に
も

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
様
な
中
、
屋
上
庭

園
、
公
園
な
ど
の
都
市
緑
化
事

業
が
環
境
問
題
対
策
と
し
て
最

も
有
効
な
手
段
と
し
て
各
地
で

実
施
さ
れ
、
私
達
江
波
戸
植
木

は
こ
の
様
な
、
緑
化
事
業
を
通

じ
て
少
し
で
も
住
み
よ
い
環
境

作
り
を
す
る
こ
と
で
、
社
会
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。



（第491号）緑 化 通 信2022年（令和４年）2月25日 金曜日（3）

シリーズ 社 紹介紹紹んん

江 原 園
ルポ

No.10

（埼玉県川口市）

協会に入会された頃のことをお教えくださ
い。

章治さん：「当時は露地モノを生産していたのです
が、３８歳頃、柴道さん（柴道本店）に紹介されて浅見
さん（浅見園）と一緒に青年部会の準会員制度に入り
ました。その３年後にコンテナ部会に入会し、研修で
は全国から集まりバス６、７号車と連なってました。
海外企画もありましたが、私には夢のまた夢。私が２５
歳の時に父親が亡くなって、私は長男として家を守ろ
うと色々なお誘いがあっても行けなかったです。でも
国内研修だけは積極的に行きました。本当にいい勉強
になりました」。

露地モノ生産からコンテナ生産をされるよ
うになったのですね？

章治さん：「はい。男手は私一人でしたので、掘り取
りに時間が掛かってしました。今はいい思い出です
が、忙しい時は、夜中に女房が懐中電灯を照らして掘
り取りをしてました。家に子供たちだけ置いておけな
いのでトラックの荷台に乗せて…限界だなと思い、
ポット生産圃場を徐々に増やしていき、グランドカバ
ーの流行とともにコンテナ生産へ方向転換しまし
た」。

当時、奥様もお手伝いされていたのですか？
典子さん：「はい、結婚当時からです。私はいつも運
ぶだけでしたけれど、夫が一人でやっているので、や
はり手伝わなくちゃって思ってました。勤め人の家庭
で育ちましたが、同じ地域だったので植木屋さんのお
手伝いをするのは抵抗がなかったです。それに主人が
結構細身だったので、私の父親から『お前、手伝って
やれ！』言われました。今はがっちりしてきましたけ
ど（笑）」。

体が細かったようですが、ご丈夫なのですね？
章治さん：「お蔭様で、体は何一つ大病を患ったりケ
ガもないです。結婚してからは、ばっちり栄養管理が
行き届いているからね（笑）。いつも女房には頭が上
がらないです。感謝ばかりです」。
典子さん：「感謝の言葉をよく言ってくれるので、こ
こまで続けてこられたのかもしれないです。私はそん
なに思わないけど、周りから『優しい旦那さんね』と
よく言われます」。

現在は従業員さんも結構いらっしゃいます
ね？

章治さん：「はい。でも、求人募集を掛けても、どの
お店でもなかなか人が集まらないです。付近の鳩ケ谷
駅からは３駅ほど行けば東京です。東京の路線の方が
時給も高いでしょうし、お洒落なランチも楽しめま
す。逆に県北の方面だと人が集まるようです。この辺
は選択肢が多い分、東京へ流れてしまいます」。都会
に近いこの地域限定の雇用問題のようです。

息子の史丈さんは１４年間、IT 企業でお勤
めして、３年前に家業に戻ってきてくれて
よかったですね？

章治さん：「はい。私たちで終わりかな？って思って
いましたが、なんとかお客様に迷惑を掛けずに食いつ
なぎが出来たのでよかったです」。
典子さん：「うちは男の子が２人なんですが、長男の
史丈が一応勤めに出る当時、『もし出て行って弟が跡
を継いだ場合は戻れないよ』とは言いました。でも、
小さい頃から植木を見てきたから、全くの植木が初め
ての人とは違うんでしょうね」と、嬉しそうにお話し
てくれました。

史丈さんに。いずれ家業に戻ってこようと
思っていたのですか？

史丈さん：「いずれは戻ってくるものと思っていまし
たが、自分のスキルを高めるために企業に勤めること
を選択しました。おそらく、他の植木屋さんも皆、い
ずれは…と考えて外部に働きに出ている人も多いので
はないでしょうか？」と語ってくれました。共感され
る方々も多いのではないでしょうか。

戻ってきて、思っていたことと違う等あり
ますか？

史丈さん：「植物生産も IT システムの開発のどちら
も品質・生産性を高めて、新しいサービスを開発する
という点で一致していますが、品質については大きく
異なると考えています。植物は、各人の感性によって
良いものが変わってくるのが面白いと思っています。
この品質方針を考えて、江原園の事業領域を考えてい
ます」。なるほど…私は考えてもみないことでした。

息子さんの史丈さんに一言は？
章治さん：「若いからがむしゃらにやるので、月並み
だけど健康に気を付けてもらいたいです。この仕事
は、いち辞めた！という訳にはいかないので長くでき
る商売をして欲しいです」。
「また、この埼玉安行地域には同業者の若い人も沢
山います。明後日は島根からも同年代の方が来られる
し、皆さんと切磋琢磨し勉強しているようで、いいな
と思っています。この仕事は野菜や果物のように市場
に出荷して生計を立てるものではないので同業者との
交流は大事です」。

史丈さんは青年部も入られてまだ２年です
が、抱負や今思うことは？

史丈さん：「入部した
時は４０歳で青年部の皆
さんと一緒に新しいこ
とにチャレンジするに
も時間は短いと思って
います。積極的に皆さ
んとお会いして、この
業界を勉強させて頂き
たいと考えています。
皆さんに会いにも行き
たいと思っています
し、いつでも皆さんが
うちに来やすいように
はしておきたいと思っ
ています。まだまだこ
れからです。」。

休日は何をしていますか？
史丈さん：「子ども
が小さいので、休日
は子どもと遊ぶ位で
すね。畑にもたまに
遊びに来ます」。
章治さん：「孫たち
が遊びに来ると、私
たちも励みになりま
す。毎年、秋には畑
で作った芋ほりをし
て楽しんでいます」。

従業員さん達のためになる工夫とか何かあ
りますか？

史丈さん：「少しずつ会社を良くして、皆さんの待遇
を良くすることだけでなく、如何に仕事を通して楽し
んで頂けるかを考えています。例えば、他社の社員と
やり取りをして、取引に関わり緑をお客様に届ける。
他社の圃場を見学して、自社の圃場を改善して生産技
術を高める。などです。どんどん仕事の内容や任せる
幅を広げて会社に深く関わって頂くことが、“成長や、
やりがい”に繋がっていくと考えています。社員の皆
さんは、どんどん新しい仕事にチャレンジする気持ち
をもって頂いており、大変感謝しています。」。さすが
前職が活かされる重みのある言葉だと思いました。

史丈さんのおっしゃっる“やりがい”は大切だと本当に思
います。私たちも“やりがい”がないと続きません。このよ
うに実際に現場に行って見て話を聞くと勉強になりますし、
社園さんともお近づきになれ、協会への情も深まります。改
めてこの企画は続けたいと思いました。あと、本当にほのぼ
のとしたご夫婦を見て、心が温かくなりました。 事務局

手前が江原章治さん、左後ろから奥様の江原典子さん、内藤さん、鈴木さん、
江原史丈さん、藤井さん

お孫さんと一緒にお芋ほり

都心に近いため周りは建物のある圃場

素敵な屋号板

典子さんが、こういう十月桜な
どをいつでも見れるのがいいん
ですとおっしゃっていました。

インタビュー後の１枚

多品種栽培のコンテナ圃場

いつも奥様には感謝しかないという優しい江原章治さん。感謝される
からここまで一緒に頑張れてきたという奥様の典子さん。今回は素敵な
ご夫婦紹介にもなったのではないでしょうか。
【従業員さん紹介】
内藤さん（写真左から２人目） 入社９月で入られたばかり。元々、外に出る

のが好きで就職。
鈴木さん（写真後ろ中央） 入社３年目 もともと植物が好きで、マイブーム

は、今は多肉植物。
藤井さん（写真右端） 女性の方 昨年６月入社。未経験でしたが、最近は植

物を見るとついつい気になってしまうらしい。



（4）緑 化 通 信2022年（令和４年）2月25日 金曜日（第491号）

３．一般の人に向けた動画
協会の知名度を向上させることは、協会に所属することのメリットになると考え
ております。しかし、一般に公開するということは、デメリットにもなるという
ことを認識しなければなりません。今回は、どのような動画を一般の人に公開し
たらよいか、どのようなことに気を付けなければいけないか、話し合いを行いた
いと思います。

（１）動画の内容① 『協会員のみが映る動画』
一般の方に、木がどのようにして自分たちの周りに届いているのか、生産の様子
や出荷の様子など私たちの仕事を知ってもらう事に有効だと思います。また、樹
木の剪定の仕方、樹木の移植について、一般の方たちが疑問に思いそうな事を発
信すれば、協会を知るきっかけになると考えています。

動画の内容① 『協会員のみが映る動画』
緑育体験キット https://youtu.be/37nxP8PEtrM

【動画の感想・意見・この項目の他のアイディア等】
一般の方に発信出来るのは良いと思います。
９０㎝角の中の植栽は面白いと思いました、お庭が広くなくても木は植えられる、植栽はできるってい
うアピールで木が１本でも世間に出るとうれしいなと感じました。
一般向けの方が確かに巾は広いと思いますが、造園業者向けの動画や、設計，コンサル業者向けの動
画に力を入れるのも魅力的ですね。
あとは海の向う側の方へはどの様な語族でアプローチするかでしょうか。

・一般の人たちは、緑に関して何か調べるとしたら、まずはインターネットで調
べると思います。そんな中で、協会の動画が役に立てば協会を知ってもらう事
に繋がると考えています。
・木の良さ、緑の大切さなども伝えられると考えています。
・このような動画に関しては、支部やブロックの事業の案のひとつとして行って
頂ければと思います。

（２）動画の内容② 『協会員以外も映る動画』
緑育出前授業や記念樹等贈呈事業など、協会外の人たちとの交流や活動を紹介
することは、協会の大きなアピールになります。

動画の内容② 『協会員以外も映る動画』
鹿児島県支部 https://youtu.be/_34qnT0E5O4

福岡県支部 https://youtu.be/LZboDUFGee0
あんびねっと

【動画の感想・意見・この項目の他のアイディア等】
プライバシー等の配慮が一番の課題だと思う。
緑育体験キット等、しっかり完成度の高い動画なので、しっかり許可を取った上で協会のアピールと
して良い動画だと感じました。
植木に関わる人全ての人が何かしら良くなるならいいと思います。
やり方、手順、説明など動画が分かりやすくていいですね。
生産場所や、生産者さんの特定になるような動画は辞めた方が良いと思います。

・緑育出前授業は、一般の方にこの活動を知って頂きたいというのもあります
が、他の支部がどのような緑育を行っているのか、自分たちで行うときのヒン
トにして頂きたいとも思っています

（３）一般に公開する動画について
一般に公開する動画を撮影する際は、撮影前に動画に映る方に動画の使用目
的、使用方法をしっかりと説明をし、承諾を得る必要があります。それは一般の
方だけでなく会員にも同様です、映りたくない方は事前に決められた場所に移動
するなど工夫をしながら撮影をお願い致します。また、挿入する音楽や写真、イ
ラストが著作権の侵害にならないよう注意が必要になるほか、協会の動画で特定
の商品や固有の名称を出し、他社の利益や損失につながる事がないようにしなく
てはなりません。

【意見】
一般公開用の動画は、認知度向上を狙うものであるなら、再生回数やクオリティの観点からプロも交
えることも検討すべき。
まずは協会員内に向けたコンプライアンスをあまり意識しないものから作成していければ作りやすい
色々な動画の撮り方はありますが、許可の問題をちゃんとする為に、許可書の雛形などあると今後が
やりやすくなると思います。

・動画のアップロードに関しては、各支部が上げるのではなく、執行部が行います。
今後動画を撮影頂いた場合は、執行部に提出して頂き、内容を確認し配信いた
します。
・音楽の著作権については、YouTube にアップロードすると自動で判別します。
もし著作権の侵害に当たる場合は YouTube 内のフリー素材に簡単に変更でき
ます。

動画撮影の注意点
・動画に映る人に使用目的、使用方法を説明し承諾を得てください。
また、公共の場で撮影される場合は施設管理者に説明し許可を得るようにして
ください。
・服装や身だしなみに注意してください。
・脚立を使用する等危険な作業の場合は保護具の着用をお願い致します。
・挿入する音楽などは著作権のかからないフリー素材をご使用ください。
・協会が推奨していると誤解されないよう特定の商品名を出さないでください。
ただし、賛助会員の商品については各社にご確認下さい。

【その他の意見・注意事項】
プライバシーの問題や、マナー、モラル、法令・条例の遵守等に関して細心の注意を払うべき誤情報
を流すことのないよう注意が必要
動画において、画質はとにかく大事だと思いました。
安全管理をしっかりしする事が大事と感じました。
音楽などの著作権

４．今後の動画の撮影について
今回の幹事支部長合同会議で動画の撮影について理解を深めていただき、今後
多く行われてほしいと思っておりますが、動画の撮影は強制ではありません。動
画も、たくさん撮ってどんどん配信するというのではなく、活動の共有や普及活
動の新しい方法の１つとして利用していきたいと考えています。
動画の撮影のために何かをするのではなく、コロナが終息し、今まで通り各支
部、各ブロックで様々な活動が行われるときにはその様子を撮影して頂ければと
思います。もちろん、支部やブロックの事業として撮影をして頂いても構いませ
ん。せっかく活動をおこなっているなら、どんなことをしているのか他の支部の
会員や一般の方にも知ってもらう事ができたらと考えています。

５．合同会議後のアンケート結果
合同会議後に今後の撮影についてアンケートをお願い致しました。以下結果

（１）上記で動画を『撮ろうと思った・撮ってみようかなと思った』とご回答頂
いた方、どのような内容なら撮れると感じましたか？ご記入下さい。
社園紹介。根巻きの仕速さ対決WW
簡単な紹介動画など
新しい、機械やこれを使ってみたら生産効率が上がった等の動画。緑育やイベント等の動画も活動状
況が分かりやすいので撮って行きたいと感じました。

（２）上記で動画を『撮るかわからない・撮らないと思う・撮りたくない』とご
回答頂いた方、そのように感じた理由をご記入下さい。
撮影をして、編集するスキルが自分に無いから難しいと思った。

・アンケートでは合同会議の内容をふまえ、動画は有用だと思う、撮ってみよう
かなと前向きなご意見が頂けました。
・支部内で動画やパソコン、SNS に詳しい人がいるかいないかというのも大きく
作用していることがわかりました。また、支部への負担が大きくなることへの
懸念もあると思います。スマートフォンの進化により簡単な作成方法も増えて
きているので、その方法や技術を共有していけるようにする必要があります。
・良い点も悪い点も少しずつ動画を増やしていきながら、情報を共有したいと思
います。

６．動画の配信方法について
今回撮影頂いた動画は青年部の会員が見られるように YouTube の限定公開で
動画の配信を行います。限定公開は、ページの URL を知っている方のみが閲覧
可能な配信方法で、検索しても出てくることはありません。逆に URL を知って
いれば誰でも閲覧できてしまいますので、URL を青年部会員以外に公開しない
ようにお願い致します。
また、すでに Facebook や YouTube で配信しても構わないと伺っている動画に
関しては配信するようにいたします。また、先ほども記載したように、動画の配
信は執行部で内容を確認してから行います。各支部で配信しないようによろしく
お願い致します。

７．最後に
動画は、情報の共有や発信になると同時に、活動の記録を残すことができます。
後から活動を振り返ることも、新しく入った人が過去の活動を見ることもでき
ます、動画が増えていく事は協会の財産になると思っています。また今後、総会
や研修会で集まるときに、動画が会話のきっかっけにもなり、会員同士の距離も
近くなってくれたらうれしいです。

今後もご協力のほどよろしくお願い致します。
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令和３年１０月５日（火）１０時から１２時まで令和３年度幹事支部長合同会議をリ
モートにより１９名で開催しました。
テーマ：『青年部会運営におけるインターネットの活用』
「各支部に、植木の生産、管理の技術等を動画に収めてもらい、部会員の知識・
技術向上、情報の共有を行うとともに、協会のホームページや Facebook 等イン
ターネットで動画を配信することにより、協会の知名度の向上と新規会員の入会
を促進させる。」
青年部会では、今後動画を利用して協会の活動を協会内や一般の方に向けて配
信し、会議内では、今後青年部会が動画をどのように活用したら良いかという事
を中心に話し合いを行いました。会議前に各支部に実際に動画の撮影をして頂
き、それをもとに会議を行いました。
また、他の支部が撮影した動画を見ることで、動画撮影のアイディアや撮影の
仕方など、今後の動画撮影に繋がるように、情報を共有して頂けたらという思い
もありました。
今回の会議では、動画の使用目的別に４つの項目に分類し、項目ごとにそれに
適した動画を見ながら、感想、意見を出してもらいました。

１．動画の使用目的について
日本植木協会の会員は全国にいます。各支部、各ブロックはそれぞれ活動を行っ
ておりますが、他支部、他ブロックの活動内容はわからないのが現状です。
また、他ブロックの会員同士が集まる機会は年に２回しかありません、青年部
会では今後、インターネットを活用し離れた会員同士の距離を近づけたいと考え
ており、動画はそのツールの一つとしてとても有効です。
他にも、動画は一般の方に協会の活動や私たちの仕事を知ってもらうきっかけ
になると思います。

２．協会員に向けた動画
（１）情報の共有
動画で圃場の様子や、生産しているものを見られるようにすることで、各社園
の㏚につながると考えています。その他に、協会の活動で会員に共有したい情報
も動画を使えば、説明会を開催しなくても、会員が開いている時間に見ることが
でき、繰り返し説明を聞くこともできます。

情報の共有
三重県支部 https://youtu.be/dkK-0P12TSE

【動画の感想・意見・この項目の他のアイディア等】
仲間の生産内容が見れたことや、元気にしているのが確認できて良かったです。
普段集まるだけでは見れない情報もあり、こういう形でしかできない情報発信もありこれから試行錯
誤して良い形を見つけていければ新しい可能性になるかもと感じました。
各県での生産状況を知れる事は良い事だと思います。
ドローン等での圃場紹介はいい動画になると思う。

・昨年の合同会議の中でもありましたが、協会ホームページ内のプロフィールの
強化に動画を取り入れてはという試みです。これは、みんなが必ずやらなけれ
ばいけないのではなく、載せたいと思う方が載せられる環境を作りたいと考え
ています。
・協会の活動で会員に共有したい情報というのは、今まで、総会以外で何か情報
を会員に届ける場合、幹事から各ブロック長へ、そこから各支部長へ、そして
会員へ伝達されています。伝えること自体大変であると同時に、すべてを伝え
きることが難しいと思います。これも動画を使えば説明の手間が省け、説明会
に参加できなかった人も好きな時に説明を聞けると同時に説明を後日振り返る
事ができます。
・また現在、緑育事業の方で緑育体験キットを作成し、普及に向けて取り組みが
行われています。
キットの、使い方、作り方も動画を使えばわかりやすく、みんなに伝えられま
す。すでにキット作成動画は制作され、使用されています。
・支部の様子やブロックの活動を共有することで、自分の支部やブロックの活動
に反映できたらと考えています。

（２）知識・技術の向上
現在各支部やブロックで、研修会や講習会が行われていると思います。しかし、
上記でも述べたように他支部、他ブロックで何をしているかはわかりません。青
年部会では今後、講習会などの様子を動画で共有することで、離れていても共に
学ぶことができる環境を整えたいと思います。

知識・技術の向上
熊本県支部 https://youtu.be/5oeZoBkH0w8
親会ドローン

【動画の感想・意見・メモ・この項目の他のアイディア等】
自分との荷造りの違いなどが分かったのが嬉しかった。
情報共有は大事だと思う。
ドローンの講習動画等、興味ある動画がいつでも見れるような体制になっていれば、協会に所属する
メリットになると思います。他にも協会員から興味がある情報を色々聞いてそれに対応できた動画等
あればとてもいいかと思いました。
ドローンによる薬剤散布は、実際に見たことがなかったので勉強になりました。
１００ｍを３０秒で散布する、の発言には驚愕しました。新しい知識を学べることはとてもありがたいと
思います。
各県によって根巻きの仕方や、出荷の様子の違いが分かり勉強になりました。

・植生アドバイザーの講習内容も文字と写真ではなく、動画で様子などを紹介す
れば、興味を持つ方が増えるのではないかと思います。
・今後海外に向けて出荷したいけど、どのような処理が必要なのかなど、教えら
れること、教えられないことがいろいろあるとは思いますが、共有できる範囲
で新たな知識を学べたら協会に入ったメリットにもつながると考えています。

青年部会 総務委員長 植 島 春 樹（植島植木㈲・東京都）青年部会 総務委員長 植 島 春 樹（植島植木㈲・東京都）

令和３年度 幹事支部長合同会議報告書
「青年部会運営におけるインターネットの活用」
令和３年度 幹事支部長合同会議報告書
「青年部会運営におけるインターネットの活用」

青年部会
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プ
ラ
タ
ナ
ス
グ
ン
バ
イ

プ
ラ
タ
ナ
ス
グ
ン
バ
イ

プ
ラ
タ
ナ
ス
グ
ン
バ
イ

植
木
類
に
加
害
す
る
外
来
病
害
虫
・
東
京
周
辺
の
事
例
⑦

植
木
類
に
加
害
す
る
外
来
病
害
虫
・
東
京
周
辺
の
事
例
⑦

樹
木
医

小  

林　
　

明

特
集

学校紹介

〜
未
来
の
業
界
を
担
う
若
者
た
ち
〜

〜
未
来
の
業
界
を
担
う
若
者
た
ち
〜

岩
手
県
立
花
巻
農
業
高
校

　
　
　
　
　
　

環
境
科
学
科
緑
化
系
列

１
．
学
校
の
概
要

岩
手
県
花
巻
市
に
あ
る
岩
手

県
立
花
巻
農
業
高
等
学
校
は
明

治
４０
年
に
稗
貫
郡
蚕
業
講
習
所

と
し
て
創
立
さ
れ
、
１
１
５
年

の
歴
史
と
伝
統
を
有
す
る
農
業

高
校
で
す
。
ま
た
、
童
話
作
家

と
し
て
知
ら
れ
る
宮
沢
賢
治
先

生
が
、
大
正
１０
年
１２
月
か
ら
４

年
４
ヶ
月
の
間
教
鞭
を
執
ら
れ

た
学
校
と
し
て
も
広
く
知
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

本
校
は
生
物
科
学
科
、
環
境

科
学
科
、
食
農
科
学
科
の
３
つ

の
学
科
を
設
置
し
て
お
り
、
専

門
性
を
活
か
し
な
が
ら
実
践

的
、
体
験
的
な
学
び
を
通
し

て
、
地
域
産
業
に
貢
献
す
る
生

徒
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

２
．
環
境
科
学
科
の
概
要

環
境
科
学
科
は
、
緑
化
と
土

木
の
２
つ
の
系
列
に
分
か
れ
専

門
的
な
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

土
木
系
列
で
は
、
測
量
実
習
な

ど
を
中
心
に
、
測
量
士
補
、
測

量
士
、
土
木
施
工
管
理
技
士
な

ど
の
資
格
取
得
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
緑
化
系
列
で
は
、
樹

木
の
剪
定
管
理
や
庭
園
の
施

工
、
製
図
な
ど
の
実
習
を
中
心

に
、
造
園
技
能
検
定
や
造
園
施

工
管
理
技
士
な
ど
の
国
家
資
格

取
得
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

３
．
特
色
あ
る
教
育
活
動

⑴
資
格
取
得
へ
の
取
り
組
み

①
３
級
造
園
技
能
検
定
の
取
得

こ
の
資
格
取
得
へ
の
取
り
組

み
は
、
３
年
次
の
４
月
か
ら
７

月
ま
で
行
い
ま
す
。
目
標
で
あ

る
全
員
合
格
を
達
成
す
る
た

め
、
生
徒
自
ら
放
課
後
や
休
日

も
利
用
し
、
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
検
定
へ
の
取
り
組
み

は
、
技
術
の
向
上
は
勿
論
で
す

が
、
も
の
づ
く
り
に
対
す
る
姿

勢
や
態
度
も
身
に
付
く
生
徒
の

成
長
を
大
き
く
感
じ
る
取
り
組

み
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

②
２
級
造
園
施
工
管
理
技
士
の

取
得２

年
次
の
土
木
施
工
の
時
間

と
、
３
年
次
の
課
題
研
究
等
の

時
間
で
、
教
科
書
と
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
学
習
プ
リ
ン
ト
を
活
用
し

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
平
成

３０
年
に
は
、
目
標
で
あ
る
受
験

者
全
員
合
格
を
達
成
し
て
い
ま

す
。

③
各
種
資
格
取
得

上
記
の
他
に
進
路
選
択
の
幅

を
広
げ
る
た
め
、
測
量
士
補
・

小
型
車
両
系
建
設
機
械
・
ア
ー

ク
溶
接
・
刈
り
払
い
・
伐
木
業

務
従
事
者
等
の
資
格
取
得
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

⑵
卒
業
庭
園
造
り

３
年
間
の
専
門
学
習

の
集
大
成
で
あ
る
卒
業

庭
園
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
例
年
は
本
校
の
敷

地
内
に
作
成
し
て
い
る

も
の
で
す
が
、
今
年
度

は
富
士
大
学
と
高
大
連

携
事
業
と
い
う
形
で
取

り
組
み
、大
学
内
中
庭

キ
ャ
ン
パ
ス
９
０
０
㎡

の
空
き
地
に
、こ
れ
ま

で
に
な
い
大
規
模
な
卒

業
庭
園
を
作
成
し
ま
し

た
。設
計
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
、宮
沢
賢
治
先
生

が「
理
想
郷
」と
い
う
意

味
で
表
現
さ
れ
た
イ
ー

ハ
ト
ー
ブ
。そ
れ
と
童

話
の
中
に
登
場
す
る

「
ポ
ラ
ー
ノ
の
庭（
理
想
の
広

場
）」を
表
現
。庭
園
名
を「
イ
ー

ハ
ト
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
Ｆ
ｕ
ｊ

ｉ
」と
し
ま
し
た
。庭
園
完
成
時

の
生
徒
た
ち
の
表
情
は
達
成
感

に
満
ち
て
お
り
非
常
に
印
象
的

で
し
た
。生
徒
達
に
と
っ
て
、本

当
に
様
々
な
こ
と
を
学
び
・
体

験
で
き
た
と
て
も
貴
重
な
経
験

と
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

⑶
地
元
造
園
業
者
と
の
連
携

と
、学
ん
だ
技
術
・
知
識
を
生
か

し
た
地
域
貢
献

①
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
マ
イ

ス
タ
ー
制
度
の
活
用
・
技
術
講

習
・
現
場
見
学

こ
の
活
動
は
、地
元
造
園
組

合
や
Ｏ
Ｂ
・
卒
業
生
が
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
造
園
会
社
の
協

力
に
よ
り
実
現
し
て
お
り
ま

す
。学
校
内
で
は
実
現
で
き
な

い
、生
き
た
専
門
学
習
・
進
路
教

育
が
実
施
で
き
て
い
ま
す
。

②
地
域
貢
献

出
身
中
学
校
へ
の
出
前
剪

定
・
市
内
大
規
模
公
園
の
整
備
・

高
齢
者
宅
剪
定
実
習
な
ど
、
学

校
で
身
に
付
け
た
技
術
や
知
識

を
活
用
し
、
積
極
的
に
地
域
へ

還
元
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
学
校
や
学
科
の
ア
ピ
ー

ル
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
生

徒
達
が
学
ん
だ
こ
と
が
実
践
を

通
し
て
確
認
で
き
る
上
、
地
域

社
会
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
う

自
信
と
公
共
心
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
活
動
で
す
。

⑷
門
松
作
り

造
園
技
術
を
学
ぶ
一
環
と
し

て
門
松
作
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
本
校
の
実
習
で
育
て
た

稲
藁
を
使
用
し
た
土
台
な
ど
す

べ
て
手
作
り
の
門
松
で
す
。
生

徒
が
日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
公
共
施
設
に
寄
贈
し
て

い
ま
す
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
対
応
に
尽
力
さ

れ
て
い
る
医
療
従
事
者
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
岩
手
医
科
大
学
附
属
病

院
へ
寄
贈
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
身
に
着

け
て
き
た
技
術
を
こ
の
よ

う
な
形
で
地
域
の
方
々
に

ご
披
露
で
き
こ
と
遣
り
甲

斐
を
感
じ
る
と
共
に
大
き

な
喜
び
で
も
あ
り
ま
す
。

今
年
も
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
丁
寧
に
作
り
上
げ
ま
し

た
。

４
．
ま
と
め

昨
年
度
か
ら
本
県
で
造
園
教

科
を
学
ぶ
高
校
は
本
校
の
み
と

な
り
ま
し
た
。
造
園
を
学
べ
る

県
内
唯
一
の
高
校
と
し
て
、
造

園
の
魅
力
を
伝
え
、
更
に
は
造

園
業
を
志
す
き
っ
か
け
を
与
え

ら
れ
る
場
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
実
践

的
・
体
験
的
な
学
び
を
通
し

て
、
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を

習
得
し
た
地
域
産
業
の
担
い
手

の
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
２１
世
紀
初
頭
に
確
認
】

「
あ
な
た
の
肩
先
に
ひ
ら
ひ

ら
こ
ぼ
れ
て
る
プ
ラ
タ
ナ
ス
の

枯
れ
葉
…
」。
プ
ラ
タ
ナ
ス
よ

り
ス
ズ
カ
ケ
ノ
キ
の
呼
び
名
に

馴
染
み
が
あ
っ
た
５０
年
ほ
ど
前

の
昭
和
時
代
に
流
行
し
た
曲
で

す
。
こ
の
こ
ろ
は
プ
ラ
タ
ナ
ス

グ
ン
バ
イ
が
侵
入
し
て
お
ら

ず
、
真
夏
も
青
々
と
し
た
葉
が

緑
陰
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
四
半
世
紀
を
過
ぎ

た
２０
世
紀
の
末
に
プ
ラ
タ
ナ
ス

グ
ン
バ
イ
が
侵
入
し
ま

し
た
。
も
と
も
と
の
生

息
地
は
北
米
で
、
国
内

で
初
め
て
確
認
さ
れ
た

の
は
２
０
０
１
年
、
愛

知
県
や
福
岡
県
、
東
京

都
な
ど
で
発
生
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
か
ら
の
輸
入
品
に
紛

れ
込
ん
で
い
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
当

時
、
筆
者
も
都
内
で
プ
ラ
タ
ナ

ス
の
葉
色
の
変
化
に
気
づ
き
、

被
害
状
況
を
調
べ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
後
、
徐
々
に
国

内
で
拡
が
り
始
め
、
今
で
は
真

夏
を
迎
え
る
こ
ろ
に
は
、
国
内

の
多
く
の
プ
ラ
タ
ナ
ス
に
淡
い

黄
色
か
ら
白
色
に
近
い
色
を
し

た
葉
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
（
写
真
―
３
と
４
）。

プ
ラ
タ
ナ
ス
は
、
欧
米
化
し

た
都
市
景
観
に
マ
ッ
チ
し
、
成

長
が
早
い
こ
と
や
樹
形
を
整
え

や
す
い
こ
と
か
ら
、
街
路
樹
や

公
園
樹
な
ど
に
多
く
使
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
近
年
は
花
木
類
や

紅
葉
が
鮮
や
か
な
種
類
な
ど
に

植
え
替
え
ら
れ
、
減
少
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
植
え
替
え

需
要
は
ま
だ
あ
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

【
美
観
阻
害
と
不
快
害
虫
】

プ
ラ
タ
ナ
ス
グ
ン
バ
イ
は
、

生
育
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

葉
裏
に
寄
生
し
て
養
分
を
吸
汁

す
る
こ
と
に
よ
り
、
葉
が
変
色

し
て
街
路
樹
の
美
観
を
阻
害
し

た
り
、
飲
食
店
に
入
り
込
ん
だ

り
、
洗
濯
物
に
付
着
し
た
り
す

る
な
ど
の
不
快
害
虫
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
虫
は
、
カ
メ
ム
シ
目
グ

ン
バ
イ
ム
シ
科
に
属
す
る
昆
虫

で
、
名
前
は
、
翅
（
は
ね
）
を

閉
じ
た
と
き
の
形
が
軍
配
に
似

て
い
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
（
写

真
―
２
）。
グ
ン
バ
イ
ム
シ
科

に
は
、
他
に
ツ
ツ
ジ
類
の
葉
に

吸
汁
害
を
与
え
る
ツ
ツ

ジ
グ
ン
バ
イ
（
写
真
―

４
）
が
あ
り
ま
す
が
、

形
態
は
よ
く
似
て
い
ま

す
。
大
量
に
発
生
す
る

と
葉
の
裏
に
径
１
㎜
ほ

ど
の
黒
い
タ
ー
ル
状
の

排
せ
つ
物
が
目
立
ち
、

い
や
な
臭
い
を
放
つ
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

【
生
態
】

体
長
は
３
・
５
㎜
ほ

ど
で
メ
ス
の
ほ
う
が
や

や
大
き
く
、
翅
の
脈
が
目
立

ち
、
色
彩
は
白
色
を
帯
び
て
い

ま
す
。
英
語
名
はsycam

ore

lace
bug

（
プ
ラ
タ
ナ
ス
に

寄
生
す
る
レ
ー
ス
模
様
の
翅
が

あ
る
虫
、
の
意
味
）
で
、
翅
の

模
様
に
由
来
し
て
い
る
よ
う
で

す
。年

に
３
回
以
上
発
生
す
る
と

さ
れ
、
関
東
地
方
で
は
７
月
ご

ろ
か
ら
葉
が
黄
ば
み
始
め
る
こ

と
で
発
生
が
分
か
り
ま
す
。
成

虫
で
越
冬
す
る
た
め
、
１０
月
以

降
に
葉
が
開
い
た
と
き
も
吸
汁

害
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。吸

汁
害
を
与
え
る
樹
種
は
、

国
内
で
は
今
ま
で
の
と
こ
ろ
プ

ラ
タ
ナ
ス
だ
け
で
す
が
、
海
外

で
は
カ
エ
デ
類
や
ク
ル
ミ
類
、

ブ
ナ
科
、
ク
ワ
科
の
樹
木
な
ど

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
防
除
】

適
用
が
あ
る
農
薬
に

は
、
ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤

や
ダ
イ
シ
ス
ト
ン
粒
剤

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

散
布
す
る
タ
イ
プ
の
農

薬
は
、
大
き
な
木
の
場

合
に
な
る
と
全
体
に
行

き
届
か
せ
る
こ
と
が
困

難
で
す
。

寄贈した門松

写真－３吸汁害を受けた葉（７月中旬）

写真－２ツツジグンバイ（５月中旬）

検定練習の様子

写真－１プラタナスグンバイの成虫と排せつ物（７月上旬）

写真－４黄白色の葉が目立つ樹冠（１０月上旬）

卒業庭園制作の様子
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（一財）自然公園財団 専務理事 鳥 居 敏 男

連載「自然に想う」 ◆プロフィール
1961（昭和36）年生　1984年環境庁（当
時）入庁。上信越高原、瀬戸内海、釧路湿
原、知床などの国立公園の現場管理に携
わる。本省国立公園課長、自然環境計画課
長などを経て、自然環境局長を最後に2021
年退職。

㈱瀬戸内園芸センター
愛媛県今治市旦甲 248-1　TEL 0898-48-0010（代）　FAX 0898-48-8187
http://www.setoen.com/　E-mail : setouchi@setoen.com緑は地

球を救
う

緑は地
球を救

う
コンテナ農場コンテナ農場

オリーブオリーブ カンツバキ赤花と白花カンツバキ赤花と白花

コンテナ農場（100万本生産） 主な生産物
クロマツ　コニファー類　ヤシ類
カシ類　クスノキ　タブノキ
モチノキ　ウバメガシ　オリーブ
カクレミノ　クロガネモチ
サンゴジュ　シマトネリコ
マテバシイ　ヤブツバキ　ヤマモモ
レッドロビン　オウゴンマサキ
カンツバキ（赤花と白花）   サザンカ
シャリンバイ　ツツジ類　トベラ
ハマヒサカキ　ヒサカキ　ミカン類
サクラ類　イロハモミジ    ハナモモなど

前回は「人と自然のより良い関係」というテーマで、「自然とは何か」という
点にも触れながら書きました。今回は、人と自然との間で生じる様々な課題が近
年どのように推移してきたのかを概括してみたいと思います。
戦後の日本は敗戦からの復興、そして高度経済成長の波に乗り、国土の開発が
進みました。海岸は埋め立てられ、重化学コンビナートが造成されました。１９４５
年から１９９６年までの間に全国の干潟の約４割が消失しています（図１参照）。奥
山の天然林は伐採され、スギやヒノキといった人工林に置き換わっていきまし
た。電源開発、観光開発が進み、ダムや道路が全国各地に建設されました。人々
はより安定した生活を求めて都市に住むようになり、私たちの暮らしも随分と豊
かになりました。しかしその一方で大気や河川・湖沼の汚染が進み、深刻な健康
被害をもたらす公害問題が顕在化しました。農薬散布の影響でメダカやドジョウ
などの身近な生き物は、姿を消していきました。社会経済活動に伴う開発によっ
てわが国の自然環境は大きなダメージを受けたのです。
１９５０年代後半から急速に進んだ化石燃料への依存度の高まりと、農山漁村から
都市への人口移動が進んだことにより、農山村では放置された山林や田畑が広が
りました。農林水産省の調査によれば、１９７５年に１３．１万 ha だった耕作放棄地は、
２０１５年には４２．３万 ha にまで増加しています。実に富山県に匹敵する面積です。
燃料が薪炭から石油などに置き換わることにより薪炭林が放置され、林床に陽が
差し込まないうっそうとした森になってしまいました。人手が入ることで維持さ
れてきた雑木林、田んぼやため池といった環境を棲み処としていた植物や水生生
物などが今絶滅の危機に瀕しています（写真１及び２参照）。開発とは逆に、人
が手を加えないことによって生じる負の影響です。これは人と自然との直接的な
関わりが希薄になってきていることの現れと言えるでしょう。図２は独立行政法
人国立青少年教育振興機構が２０１０年度に調査した、自然体験をほとんどしたこと
がない小・中学生の割合を示したものです。これによるとチョウやトンボ、バッ

タなどの昆虫を捕まえたこ
とがない小・中学生の割合
が４割にも上っています。
さらにグローバル化した
経済は、人や物の世界的な
流通量を飛躍的に増大させ
ました。公益社団法人日本
港湾協会の資料によれば、
１９７０年に２４７万トンだった
輸入コンテナ貨物量は２０１９
年には１億６，２０１万トンま
で６５倍以上に増大していま
す。このような物流に紛れ
海外からやっかいな生物が
やって来ます。サクラやウ
メに深刻な被害をもたらす
クビアカツヤカミキリもそ
の一つです。２０１８年に環境
省が特定外来生物に指定
し、見つかった自治体では
対策に追われています。南
の国が原産の外来昆虫など
が定着できるかどうかは、
気温の上昇など気候変動に
よる影響も多分にあると考
えられます。また地球温暖
化に伴う平均気温の上昇は、果樹や農作物だけでなく生態系へも影響を及ぼしま
す。知床は、豊かな動物相を育む陸の生態系と流氷の南限である海の生態系との
豊かなつながりが評価され、２００５年に世界自然遺産に登録されました。しかしこ
のまま地球温暖化が進み流氷がやってこなくなると、流氷によってもたらされる
植物性プランクトンの供給が減少し、それを餌とする動物性プランクトン、魚類、
海鳥、海生哺乳類といった生き物の食物連鎖に悪影響が及び、知床の生態系への
悪影響が心配されます。
以上のように、人と自然の間に生じる課題の性質もこの７０‐８０年足らずの間に

ダイナミックに変化してきており、私たちの暮らしに対する影響も大きく、そし
て複雑になってきています。私たち人間は、地球という一つの天体の中に暮らす
生き物です。グローバルな経済活動や、大気や海流の地球規模での動きにより、
一人ひとりの暮らしの在り様が、地球の反対側の人々の暮らしへも影響を及ぼ
し、またその逆もあることが分かってきました。私たちは地球環境が抱えるこの
複雑な課題に直面しているのです。
次回からは、国立公園や野生生物といった個別のテーマごとに、さらに掘り下
げたお話をしたいと思います。

図２：自然体験をほとんどしたことがない小・中学生の割合

出典：独立行政法人国立青少年教育振興機構（２０１０）
「青少年の体験活動等と自立に関する実態調査（平成２１年度調査）」

写真１：放置された里山

写真２：雑木林に咲くカタクリ
（一部地域では絶滅危惧種に指定）

出典：環境省自然環境保全基礎調査

図１：全国の干潟面積の推移
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注文の多い植木屋さん注文の多い植木屋さん

農業生産法人 株式会社みちのくビオトープ農業生産法人 株式会社みちのくビオトープ農業生産法人 株式会社みちのくビオトープ

希望郷の大地の恵みをあなたのもとへ希望郷の大地の恵みをあなたのもとへ

グループ会社
レフラン（株）
ナチュラルサイエンスパワー
ナノバブル酸素水　1ℓ当り 30㎎
　植物・動物の活性化の促進
　植物・動物の成長・生育の促進
ナノバブル二酸化炭素水　1ℓ当り 2000 ㎎
植物の生長・生育の促進・病害虫の予防
動物の感染予防
畜舎の除菌・消臭

〒024-0022　岩手県北上市黒沢尻 3-4-25
TEL　0197-63-7536　FAX　0197-63-7543
e-mail  qqq34gv79@fork.ocn.ne.jp
樹木生産 20ha 　コンテナ生産 5万本

緑花木の生産・販売

teatime

素描挿話。
～すてきな花達に魅せられて

⑩ユキツバキ
小岩井農牧㈱（岩手県）　

たる  さわ ただし

足 澤　匡

ちょっと一息、ほっこり出来るような記事を
募集しています。是非お送り下さい。

会員動向
退会

�竹内園芸（静岡県）

メールアドレス変更

�㈲熊本緑化センター
（熊本県）

info@green-netbox.com

お詫び

緑化通信第４９０号（１月号）
での訂正です。大変申し訳ご
ざいませんでした。
正：㈲大坂林業（北海道）の
松村幹了さまは、北海
道・東北ブロックの副ブ
ロック長です。

「ヤブツバキ Camellia japonica 」は
ご存じの通り、ヤマツバキ、ツバキなど
ともいわれ、身近な常緑広葉樹ですが、
「ユキツバキ C. japonica var. decumbens」
を見たことがありますか？ 私は１８年前
に自生のユキツバキを観察する機会があ
りました。岩手県和賀郡湯田町（現在、
西和賀町）は岩手県でも有名な豪雪地帯
で、家の二階に玄関がある家屋も見られ

る地域です。奥羽山脈に分け入る白木峠にユキツバキの群落がありました。ヤ
ブツバキの葉にはツヤがあり、しっかりとした生命力を感じさせるのに比べ、
ユキツバキはどこか寂しげで、儚げな印象を受けました。ツバキの語源の一説
に、「ツヤのある葉を持つ木」→「ツヤ葉の木」→「ツバキ」がありますが、
ユキツバキの葉にはツヤが少なく、陽に透かして見ると葉脈が透けるほど、葉
に厚みが感じられませんでした。また、花の形もヤブツバキとは異なり、平開
して咲き、黄赤色の花糸が短く、少し広がるところも、なぜか寂しげに感じま
した。しかし、そんなユキツバキが雪国の厳しい寒さに耐え、こんなにも鮮や
かな赤い花を咲かせる。けなげな姿に感動したことを覚えています。演歌の一節♪でも出てきそうですよね。
ところで、ユキツバキの自生地は、日本海側の多雪地帯ですが、雪が多く積もり、雪の中に入っていることで逆に厳寒から守られ
ているのです。奥羽山脈の多雪地帯にはユキツバキの他にも、ヒメアオキ、エゾユズリハ、ハイイヌツゲ、ハイイヌガヤ、などの常
緑樹が自生しています。ちなみに、ユキツバキとヤブツバキの中間種である「ユキバタツバキ C. amplexicaulis」が存在するそうで
す。ということは、ヒメアオキとアオキ、エゾユズリハとユズリハ、ハイイヌツゲと…、それぞれの中間種を是非とも見てみたいも
のです。興味は尽きませんね。だから、楽しいです。

シリーズ ③「ノイシュヴァンシュタイン城」
ドイツにある、ヨーロッパで一番美しいといわれる城で

す。ディズニーランドのシンデレラ城のモデルになったと
も言われています。
１５０年前に山の上に建てられた城で、残念ながら未完成
だそうです。アクセスはあまりよくありませんが、行った
甲斐がありました。

①「エッフェル塔」
セーヌ川に架かるビル・アケム橋の展望台から望むエッフェル塔の眺めです。塔周辺のシャン・ド・マルス

公園は想像していたよりも緑が多く、剪定も行き届き、セーヌ川からパリ市街の風景は素晴らしいものでした。
騎馬像はジャンヌ・ダルクです。

岩手県和賀郡湯田町（現在、西和賀町）白木峠にて

②「ベルヴェデーレ宮殿」
この絵は、日本食研様がベルヴェデーレ宮殿をモデルに愛

媛県今治市に建てた工場です。弊社は建物の庭園一式を請負
い、施工致しました。私も日本食研様とオーストリアへ同行
し、本物を見学しました。バロック式庭園を猛勉強したこと
を思い出します。本物はハプスブルク家に仕えた貴族オイゲ
ン公が建てたものです。現在は美術館になっています。

ヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨーーーーーーーーーーロロロロロロロロロロッッッッッッッッッッパパパパパパパパパパ旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅行行行行行行行行行行ににににににににににてててててててててて
丹下 幸雄

㈱瀬戸内園芸センター（愛媛県）

連連連連連連連連載載載載載載載載「「「「「「「「私私私私私私私私のののののののの趣趣趣趣趣趣趣趣味味味味味味味味」」」」」」」」②②②②②②②②


